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5) 中村前掲論文において「戦桂経営」ほ (1)軍備拡張， (2)殖産興業， (3)植民地領有， (4)教育
の4つの柱から成り立つとして，氏は，これらの側面から「職後経ど宮」の全体構造をとらえるこ
とを提唱し，その分析視角は士きく広がった。
























8) 迎由理男 r1900年代における大蔵省預金部白機能と性格J(r金融経済.~ 177号， 1979竿〕。
9) 轟見誠良「成立期間本信用機構の論理と構造J(r経済志林』第45港4号， 第46巷1-4号， 第
47巷4号， 1977-1979年L






















まず戦争の継続期間を， C 1)1894年末まで， (2 )95竿 6月まで，く 3)95年末










15) 以下の叙述は『明治財政史』第2巻 34-40ベ ジを要約したものである。
日本資本主義確立期における財政金融構造 (329) 83 
第 1衰戦時白戦費調達案と実際白戦費収入 〈単位 1，000円〉
丙 号 案 (94年8月時点) |臨時軍事費収入(決算一昨同時点)
(1) 26年度剰余金 26，000 (1) 国庫剰余金 23，439 
(2) 特別会計資金 16，000 (2) 公債収入 116，805 
(3) 28年度歳入の内使用 20，000 (3) 特別資金(賠償金〉繰入 78，957 
(4) 租税増徴 12，000 (4) 献納金 2，950 
(5) 公債募集金 30，000 (5) 雑収入他 3，079 
(6) 日銀借入金 46，000 
計 150，000 計 225，230 
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1894 1895 1896 
出所) ~金融事項参考書l. ~間柄財政史』館2巻48-49ページの表より作成。
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定スルカ如キハ到底為シ能ハサル所ナ PJ というものであった〈前掲『銀行通信録~ 43ページ〉。
20) 東洋経済新報社編「金融六十年史Jl1924年， 375-6ベ ジ。







































の 1つであった。当時の日銀資料によれば， 1894年 4月から95年 6月までの政
府対外支払は臨時軍事費関係約1，00日万円，普通歳出分1，210万円， 合計2，210万


























































































俸給及諸給 35.5 17.7 
糧食費 26.1 13.0 
被服費 21.3 10.6 
兵器弾薬費 21.3 10.6 
運送費 35.3 17.6 
艦船賢 17.0 8.5 
築造費 6.9 3.4 
品 E 費 7.8 3.9 
一時賜金 7.2 3.6 
汽船購買費 3.7 1.8 
そ の 他 18.4 9.2 
総計 200.5 100.0 
出所) ~明惜財政史』第 z巻 44-47ベージ
より作成。

























































一一---------一年度 1895 1896 1897 1898 1899 1900 1901 1902 音T
1ゐ
1但 軍事賠償金
74，143 83，719 34，869 118，342 311，073 
奉天半島還附報償金 44，907 44，9!日7
入 償金運用利殖高等 94 912 7，071 1，341 311 661 ム1，706 ム 155 8，529 
償金収支計算第 2表
364，510 
臨時軍特事別費会 78，957 78，957 計へ操入
支 陸軍肱張費
7，588 16，193 8，9司3 6，054 8，122 5，347 1，800 54，037 
海軍拡張費 4，044 20，633 25，152 ~6，583 23，119 15，537 10，200 125，267 
製鉄所創立貨 157 383 39 580 
般会言|へ繰入・補足 3，151 12，061 1S，214 
出 帝室御料へ編入 20，000 20，000 























日本銀行へ為替元渡 111，298 88，843 94，56 4，4，5~! 5，361 ム 9，7-広 11，686 
51( 5 
346，469 
23，402 52，095 37，50 5，361 4，960 123，316 
銀塊購入代 28，762 1，416 30，177 
支 横浜正金君主 53，716 40，3日 57，30 34，87: 6，678 192，975 取組高
(残額〉 5，418 351 107 9，763 9，763 。 49 O 
各省経費振替払高 7，683 37，363 40，634 35，547 27，249 16，7口4 3，173 1，366 169，720 
5，643 35，391 38，095 31，798 27，249 16，7口4 3，173 1，366 159，420 
大蔵省経費 2，040 ム 98ム 49ム 29 10，300 2，070 2，587 3，778 
払 iJiけ合英貨高 48，991 L.48，991 。
日銀利柑預金高 9，763 10，759 L. 9，763 8，279 ム18，354ム 683 O 
外国証券・公債購入代 11，032 23，695 ム24，212ム10，525 ム 10 















































31) W明治財政史』第2巻 709-710ベ ジ。
96 (342) 開134巻第5・6号
第4表償金特別会計資
1895 1896 1897 1898 
金貨及金塊購入回収高 66，673 43，707 
51': 銀塊購入回収高 13，903 13，060 
1，045 
為替による回収高 45，734 42，819 59，803 
各省経費振替払代金 7，125 35，317 43，751 
ロンドン保有証券売却代
取 円銀売却代受入 6，972 64，295 
預け合による借入金 56，774 14，051 29，020 
その他とも合計 |明白11 179，017 1 叫日9
歳繰計入
臨時軍事特費別会計へ繰入 78，957 
一般会計臨時部へ繰入 26，213 3日，576 58，243 
一般会計へ繰替貸
支 市場救高速
内国債た応め募日銀E買へ交入付の高 5，000 30，913 
勧業債券他応募払 3，048 
帝室御料へ編入 20，000 









同銀・銀塊との交換払 54，067 27，363 
預け合解除支払 6，774 57，220 35，851 
その他とも合計 1 117，6861 叫四 1 2町 36
年末残高 46，416 
出所) i償金特別会計本邦ニ於ケル通貨受払計算表付。J(W明治財政史』第2巻所収〉
日本資本主義確立期における財政金融構造 【343) 97 
金の国内における運用 〈単位 1，000円〉
1田9ド蜘 11叩1 1902 1(3時4 合
1，162 5，246 1，097 3，875 121，760 23.0% 
28，009 5.3 
34，688 6，621 189，665 35.8 
35，892 25，389 19，554 3，774 1，676 172，478 32.6 
14，958 14，958 2.8 
10，163 81，429 15.4 
99，845 18.9 
町，4371----;0:四| 則 911 即日81 1，7岨 1 5民間 100.0
78，957 15.0 
15，305 20，637 30，240 4，883 8，日O 195，098 37.0 
3，000 3，000 0.6 
ム35，913 o 。
638 ム 93 ム 94 ム 333 ム 22 3，144 0.6 
20，000 3.8 
43，349 8.2 
59，507 59，5日7 11.3 
24，451 14，740 ム 3，919 35，271 6.7 
5，247 8，832 14，078 2.7 
50，000 50，000 9.5 
1，442 19，963 3.8 
81，429 15.4 
99，845 18.9 
叫悶| 叩 371 45，河51




2，609 1 2，609 1 
100.0 
98 (344) 第134巻第5・6号
¥¥之ど11悶 t1894 1問 5 11896 11897 ~~8 即日|
鉄道公債実収額 2，137 1，927 1，995 3，969 7，508 
015問支 出 1，238 2，662 2，126 3，544 7.953 7，247 I 8，347 




支 同 868 1，097 982 
残 額 34 ム1，063 53 
事業公債実収額 2，977 32，841 。〈67O，10271〕
支出計 2，416 33，401 34，042 25，762 
大蔵省経費 212 7，238 1，756 501 
陸軍拡張費 4，908 5，914 3，843 
海軍拡張費 11，854 19，403 14，674 
製鉄所創立費 326 1，708 3，011 
電話交換拡張費 2，473 1，896 1.782 
官設鉄道改良費 594 5，900 3，333 1，950 
北海道鉄道建設費 1，166 702 31 
残 額 561 lム34，041 10，224 
軍事公債実収額 10，921 2，648 75 
整理公債実収額 2，171 2，014 3，984 495 









日本資本主義確立期における財政金融構造 (345) 99 
諸公債実収額とその支出 (単位 1，000円〉
1900 I 1901 I 1凹2 発うち引受行 I引の受割7発2合行3%l|外割債合の
8，434 11，859 9，346 。62，301 45，048 1 72.3"'1 24.3品w 
12，222 12，009 3，908 877 62，133 [30.2%) 
ム 4，253ム 4，392 1，045 168 168 
O 429 1，579 。:21 34.3 1，007 625 305 83 [2.4) 
ム 955 6 1，150 124 41 41 
" 
3ぺ州問 71，430 1 51.6 1 48.4 
22，906 1 14，223 1 3，788 1，853 1 138，391 (67.3) 
9，707 [4.7) 
2，648 714 61 60 18，143 (8.8) 
6，943 3，159 1，298 985 58，316 [28.4) 
7，126 5，853 390 18，414 (9.0) 
2，350 1，808 1，178 196 11，683 [5.7) 
3，839 2，690 861 612 19，779 [9.6) 
1，呂99 [0.9) 
ム 9，532怜16，印日 ム 2，388 161 161 


































































40) W明治財政史』第2巻， 641-642ベーシ。大蔵省理酎局『大蔵省預金部史JI19嗣年， 72-73"""::-
ジ参照。
41) 人蔵省理財局「大蔵省預金百日史Jl70-72ペ ジ参照。












































































































104 (350) 第 134巻第5・6号
争勝利の結果獲得した賠償金であり，その後の外債募集金 Eあった。これに対
し従来D当該期財政の果たした役割は次りように理解されてきた。すなわ b中
村政則氏のように租税増徴による所得再分配(戦後税制改正による農工間資金
移動の促進化を含む〉をもたらすものとして制。あるいは高橋氏のように賠償
金の独自な役割に注目しながらも，財政支出の役割が決定的に転換している点
を見落し，租税収奪を基礎に財政資金散布を行なうものとしてとらえられてき
たのである。こうした理解では日清戦争以前と以後の財政機能の達いがあいま
いにならざるをえない。さらに，このことは当該期以降の財政と日本資本主義
の発展との相互関連や各々の構造転換をダイナミックにとらえる ζ とを困難に
していたのではなかろうか。その意味で日本資本主義発展に果たした財政の役
割は再検討される余地があろう。
(1984. 5) 
43) 中村政周H近代日本地主制史研究』東京大学出版会.1979年.38ページ以下参問。
